
＜ Ｎｏ．1 ＞ 

第 67回日本学校農業クラブ全国大会平成 28年度大阪大会平板測量競技会事前Ｑ＆Ａ 

※ 表中左端の 1,2,3の数字は関係する作業を表しています。 

作業 No. 質       問 回     答 

   1 ・大会前日に会場の下見はできますか。 ・できません。来場は御遠慮ください。 

1 2  2 ・1次・2次作業会場の大きさはどれくらいですか。 ・会場の大きさは、およそ 105×68ｍです。 

1 2  3 ・競技場に測距用ピンは刺さりますか。また、地面の凹凸の状況はどうですか。 ・競技会場は陸上競技場です。表面は芝生で、ピンを刺す

ことができます。地面はほぼ水平、凹凸はほとんどあり

ません。 

競技場の性質上、測量針の扱いに関しては、紛失しない

よう十分注意してください。 

1 2 3 4 ・道具袋や道具箱等の使用は可能ですか。 ・可能です。 

1 2  5 ・ケガ防止のためのテーピングや、絆創膏を貼ること、手袋をしたりして競技をする

ことは可能ですか。 

・可能です。 

1 2  6 ・帽子の着用は可能ですか。 ・可能です。着用するときは３人で統一してください。 

1 2 3 7 ・タオル、ハンカチの使用はできますか。使用可能な場合、首に巻いたり腰にかけて

もよろしいですか。 

・よろしいですが清楚を旨としてください。 

1 2 3 8 ・ストップウォッチ付き腕時計の使用またはストップウォッチを競技中に使用しても

よろしいですか。また、最初に「ピッ」という音がしますがよろしいですか。 

・１次、２次、３次作業でのストップウォッチや腕時計の

使用は認めますが、競技時間についての異議は認めませ

ん。また、計時開始時の音以外のアラーム音を使用して

はいけません。 

 また、時計機能以外の機能を持つ情報端末（時計型情報

端末やスマートフォンの類）の使用は認めません。 

1   9 ・トランシット用の下げ振りを使用してもよろしいですか。 ・平板用以外は使用できません。 

1   10 ・平板移動器は半球面式や整準ネジ式等を使用してもよろしいですか。 ・平板移動器の種類に規定はありません。 

  3 11 ・使用できる電卓の種類を教えてください。 ・乾電池式、太陽電池式、10桁以上表示、メモリー機能付

きの電卓はいずれも使用可能です。ただし、関数電卓・

プログラム機能付の高機能電卓やＡＣ電源を必要とす

るもの、その他情報端末等の使用は認めません。 

例年、違反品がありますので、実施基準をよく確認して

ください。 

1  3 12 ・三角スケールは１組とありますが、副尺（オフセット尺）を準備する必要がありま

すか。 

・必要ありません。 

1 2 3 13 ・字消し板の使用は可能ですか。 ・使用できません。 

1 2 3 14 ・定規は大きさ長さを問わず、加工したものなどを使用してもよろしいですか。 ・測量器具を加工したり、印等を付けたものは使用できま

せん。 

1   15 ・針先 0.2㎜の測量針が手に入りません。まち針を加工して、0.2㎜に近づけたもの

を使用してもよろしいですか。 

・やむを得ない状況なので、測量針に関しては、まち針の

代用と加工を認めます。 

1 2  16 ・３倍速、５倍速巻き取り巻尺の使用は可能ですか。 ・可能です。 

1   17 ・27 ㎝のワイドアリダードを使用してよろしいですか。また、プリズム付アリダー

ドを使用してもよろしいですか。 

 

・ワイドアリダードは使用可能ですが、プリズム付アリダ

ードや望遠鏡付アリダードは使用できません。実施基準

では「普通アリダード」を使用器具として挙げています。

普通アリダードとは、前視準板の中に視準糸があり、前

視準板と後視準板と定規で構成されたものを指します。 

1 2  18 ・ポールは、器具点検の時から２次作業の終わりまで、１本のみを持ち込んで作業し

てもよろしいですか。 

 

・全国大会実施基準のとおり、器具点検時には２本用意し

なければなりませんが、作業に使用するのは１本でもよ

ろしいです。 

1 2  19 ・ポール２本のうち、使用しない１本をサークル内に置いたままにしておき、使用し

たポール１本のみを持って最終測点で作業終了の合図をしてもよろしいですか。 

・よろしいです。作業で使用した器具のみを持って終了の

合図をしてください。 

1 2 3 20 ・使用器具が故障または破損した場合、その時点で失格となりますか。 ・故障や破損をしても続行可能であれば失格にはなりませ

ん。そのまま実施してください。器具類は事前に確認を

し、故障や破損の心配ないものを使用してください。 

1 2 3 21 ・使用器具が故障または破損した場合、代わりのものを貸してもらえますか。 ・故障または破損した場合でも代わりの器具などの貸し出

しはできません。 

1 2 3 22 ・使用器具が故障または破損した場合に備え、予備の器具を持ち込んでもよろしいで

すか。 

・競技には、器具点検を受けた器具のみ使用することがで

きます。また、器具点検時においては、実施基準で指定

された数量の器具のみを準備してください。 

1 2 3 23 ・以下のことについて、いつどの段階で出場選手に伝えるのですか。 

① 尺   ②測点数   ③右回り、左回り   ④対角線、検線の位置 

 

・詳細は９月下旬までに大阪大会ウェブページにアップす

る予定です。また、出場校には「平板測量競技会実施要

項」を郵送します。 

 



＜ Ｎｏ．2＞ 

作業 No. 質       問 回     答 

 2 3 24 ・どの程度までの天気なら、晴天時競技を実施しますか。 ・多少の雨でも晴天時競技を実施します。落雷のおそれの

あるときや荒天時など、雨天時競技を実施す場合は、担

当校が判断を行い、当日の朝までに担当校が判断し、宿

泊先へ連絡します。 

1 2 3 25 ・競技開始後大雨となり、２回次以降の作業が困難になった場合どうなりますか ・競技開始後の競技変更はしません。天候不順の時は各チ

ームで、雨具・着替え等の準備をしてください。 

1 2  26 ・競技途中に降雨があった場合、傘持ち等の補助はあるのですか ・ありません。選手３名のみで対応してください。レイン

コート・傘類の雨具の使用は認めます。 

 2  27 ・測点を示す杭はどのようなものでできていますか。 

また、杭の高さはどのくらいですか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・5㎝×5㎝×9cmの木製の杭です。測点の中心は、コノエ

ネイルで示し、杭は競技場毎に色分けしてあります。ま

た、杭を固定するために杭の角に穴を開けて、コノエネ

イルとは異なるアンカー(鉄の棒)で固定しています。ま

た、杭の角が一カ所低くなっています。 

 2 3 28 ・製図用紙、オフセット用紙、面積計算簿の種類・規格等は通知されますか。 

品名:オリカＴＭＰ 白ＰＥＴフィルム（１２０μｍ） 製造:桜井株式会社 

品番:ＴＭＰ０３（Ａ３版），ＴＭＰ０４（Ａ４版）  

オリカＴＭＰ 白ＰＥＴフィルムは白色で、下が透けません。 
 

・用紙は、天候に関わらず以下のものです。 

製図用紙･･･オリカＴＭＰ 白ＰＥＴフィルム（A3版） 

オフセット用紙･･･オリカＴＭＰ 白ＰＥＴフィルム 

（A4版） 

面積計算簿････････上質紙（A4版） 

1  3 29 ・三斜法と三辺法の面積計算簿の「計」の欄において、記入不要なところに斜線は印

刷してありますか。 

・印刷してあります。 

1 2  30 ・オフセット野帳は、全国大会実施基準のとおりに印刷されていますか。 ・印字の大きさは違いますが、様式は全国大会実施基準の

とおりに印刷してあります。 

1 2 3 31 ・使用する図紙等の見本は送付されますか。 ・送付しません。大会当日に掲示します。 

1 2  32 ・各作業開始前に図紙及び野帳を貼っておいてもよろしいですか。 ・各作業開始前の準備時間に貼ってください。 

1 2 3 33 ・１次作業において、踏査から競技開始までの時間はどれくらいですか。また、２次 

作業、３次作業の準備時間はどれくらいですか。 

・作業の準備時間は３～５分程度です。すべてのチームが

準備できたことを確認してから競技を開始しますので、

競技進行上、準備は手際よく行ってください。 

1 2 3 34 ・踏査及び作業中にメモをとり、その後の作業でメモを見てもよろしいですか。 ・踏査及び準備中に関してはメモをとってはいけません。

作業中に図面やオフセット野帳にメモした場合は、終了

合図前に必ず消して下さい。メモを消さずに残し、その

後の作業でメモを見た場合、さらに減点の対象となりま

す。 

1 2 3 35 ・三角スケールで線を引いてもよろしいですか。 ・三角スケールでの線引きはしてはいけません。 

1   36 ・１次作業で線引きする際、三角定規、直定規のどちらを使ってもよろしいですか。 ・よろしいです。 

1   37 ・アリダードで線を引いてもよろしいですか。 ・よろしいです。 

1   38 ・図上での距離測定において、三角スケールの代わりにアリダードの定規を利用して

もよいですか。 

・図上の距離測定にアリダードの定規を利用しないように

してください。三角スケールを使用してください。 

1   39 ・方位は、いつどのように引けばよろしいですか。 ・南北を示す縦線だけは、最初に据え付けた№1の測点 

上において磁針箱で引いてください。残りの線は、１ 

次作業の時間内に定規                     

で引いてください。          磁針箱使用 

 

1   40 ・方位は北を上にして、図郭線の短辺と平行でなければなりませんか。 ・図面の右上に、北をほぼ上方にして書けば平行でなくて

も構いません。また、図面の置き方は指定されていませ

んので、短辺が上下になっても構いません。 

1   41 ・三脚を跨ぐ動作は減点の対象となりますか。また、測点を跨いだ場合はどうですか。 ・跨いでいるかどうかの判断は難しいので審査対象とはし

ませんが、観測中に三脚や測点を蹴ったりした場合は減

点の対象となります。 

1   42 ・平板の据え付けにおいて、三脚の踏み込み等を行わない場合は減点の対象となりま

すか。 

・減点の対象となります。 

1   43 ・据え付け作業を 2名で行ってもよろしいですか。 ・よろしいです。 

1   44 ・測点間を移動する時、三脚を閉じる必要がありますか。また、三脚頭部のネジは緩 

めなければなりませんか。 

・三脚は閉じて移動してください。ネジは競技者の判断で

よろしいです。 

1   45 ・測点間を移動する時、器具等を平板に載せたままにしておいてもよろしいですか。 

また、走って移動してもよろしいですか。 

・平板には測量針以外の物を載せて移動してはいけません。

また、平板を持って走って移動してはいけません。 

1   46 ・器械手以外は走ってもよろしいですか。 ・よろしいです。 

1   47 ・測点間を移動する時、器具は手に持って移動した方がよろしいですか。それとも、

ポケット等に入れて移動した方がよろしいですか。 

・どちらでもよろしいです。 

1   48 ・スタートの時は、平板上に器具を載せて、三脚を開いたまま移動してもよろしいで

すか。 

・開始時のサークルから№１へ移動するスタート時のみ認

めます。 

定規を使用 



＜ Ｎｏ．３＞ 

作業 No. 質       問 回     答 

1   49 ・１次作業において、巻尺の先送りは可能ですか。 

例）№１に平板を据え付けている時、№１～№２の測距後№２～№３の測点間に 

巻尺を伸ばして置いておく。 

・巻尺を伸ばして先に置いてもよろしいですが、測距は 

平板が測点に移動してから行ってください。また、測

距ができるのは視準する測線のみです。 

1   50 ・１次作業において、30m を超える測線に中間点を設ける際は、アリダードを用いて  

視準しなければなりませんか。 

・測点にポールを立て、中間点に測距用ピンまたはポー

ルを立てる際は、必ずアリダードを用いて視準してく

ださい。 

1   51 ・１次作業において、ポールを持っている選手が移動する際、最短距離（対角線など）

で移動してもよろしいですか。 

・認めません。１次作業においてはどの選手も選手はす

べて境界線に沿って移動してください。 

1   52 ・１次作業において、境界線に沿って移動する際、境界線からどの位まで離れてもよ

ろしいですか。 

・境界線の外側及び内側とも、おおむね２ｍ前後を目安

として作業してください。 

1 2  53 ・ポールや巻尺等の器具を各測点付近に置いて移動してもよろしいですか。 ・よろしいです。ただし、作業終了時に使用した器具を

置き忘れた場合は減点の対象となります。 

1 2  54 ・収縮自在ポールを完全に伸ばさず、２ｍ以下の状態で使用してもよろしいですか。 ・ポールは完全に伸ばした２ｍの状態で使用してくださ

い。 

1 2  55 ・測距を杭の頂部でなく、地面で行ってもよろしいですか。 ・杭頂部で、中心を示すネイルで測距を行ってください。 

1 2  56 ・１次作業、２次作業の測距の際に、巻尺の 0点は先でも後でもよろしいですか。 ・１次作業では０点を先にしてください。２次作業では

どちらでもよろしいです。 

1 2  57 ・１次作業、２次作業で測点ごとに巻尺を巻き取らず、地面を引きずらないように２ 

人で巻尺を引張って、次の測線に移動してもよろしいですか。 

・巻尺は、各測定ごとに必ず前手と後手の距離が５ｍ程

度になるまで巻き取るかたぐるかをし、さらに引きず

らないように移動してください。30ｍを超える測定の

場合も同様です。 

1 2  58 ・１次作業、２次作業で巻尺を巻き取る（たぐる）際、地面に巻尺が接した状態で、

引きずらない様に 5ｍ以下まで巻き取る様にしても減点になりませんか。 

・引きずらないように、巻き取れば減点の対象にはなり 

ません。 

1 2  59 ・１次作業、２次作業において、風等により巻尺が他の競技場に入ってしまった場合、

減点の対象となりますか。 

・減点の対象となります。 

1 2  60 ・１次作業、２次作業の測距において、30ｍを超えていなくても中間点を設けて測距

を行ってもよろしいですか。 

・よろしいです。 

1 2  61 ・30ｍを超える測距をする場合、中間点は必ず 30ｍ地点になるようにしなければなら

ないですか。 

・必ずしも 30ｍ地点でなくてもよろしいです。 

1   62 ・１次作業終了時の出場校番号の記入は、次のどれでもよろしいですか。 

出場校番号 

１          １        出場校番号１ 

・どれでもよろしいです。 

1  3 63 ・１次作業終了時の測点番号の表示は、次のどれでもよろしいですか。 

 

Ｎｏ．１     Ｎｏ、１      Ｎｏ，１ 

・１次作業ではどれでもよろしいです。 

ただし、オフセット野帳及び３次作業仕上がり図面で

は「Ｎｏ．１」としてください。 

1  3 64 ・１次作業終了時の境界線の引き方は、どちらが正しいですか。 

 

 

 

・１次作業終了時はどちらでもよろしいですが、３次作 

業仕上がり図面では、図Ｂのように結線してください。 

1   65 ・１次作業の終了の合図の際、平板上に器具を載せたままでもよろしいですか。 ・よろしいです。 

1   66 ・１次作業の終了の合図は、どのようにすればよろしいですか。 ・巻尺を巻き、使用した器具を持って競技者全員が最終

測点に集合し、挙手と声で終了の合図を審査員にして

ください。 

1   67 ・１次作業終了の合図後、平板を動かしてしまった場合どうなりますか。 ・平板を動かした場合は、減点をした上で再度選手に据

え付けてもらいます。ただし作業時間には含めません。 

1   68 ・１次作業終了後、図面は平板に貼り付けたまま審査員に提出するのですか。 ・図面は貼り付けたまま提出してください。 

 2  69 ・オフセット野帳への記入は、地面上で作業してもよろしいですか。 ・よろしいです。 

 2  70 ・２次作業において、野帳手はコートのどこにいてもよろしいですか。 ・サークルの外で各自のコート内であれば、どこにいて

もよろしいです。 

 2  71 ・２次作業における 30ｍを超える測距において、ポールを使用しないで測距用ピンだ

けの目視で中間点を設置してもよろしいですか。 

・遠い測点には必ずポールを立て、中間点にはポールか

測距用ピンを立てて見通してください。測距用ピンの

みの目視はいけません。 

   72 ・２次作業において、２ｍポールは必ず使用しなければなりませんか。 ・30ｍを超える見通しに最低１本は、使用してください。 

 2  73 ・30ｍを超える測距において、30ｍを超える全ての箇所で中間となる測距用ピンを刺

してから観測を始めてもよろしいですか。 

・よろしいです。 

 2  74 ・２次作業で測距を行う場合、境界線に沿わず最短距離で走ってもよろしいですか。 ・よろしいです。 

 2  75 ・30ｍを超える検線を測定するときは、見通しを行う杭はＫ点または測点のどちらで

行うのですか。 

・Ｋ点、測点のどちらでもよろしいです。 

 2  76 ・オフセット野帳を記入する時は、定規を使わなければなりませんか。フリーハンド

でもよろしいですか。略図はどうですか。 

・全てフリーハンドでもよろしいです。 

 

 



＜ Ｎｏ．４＞ 

作業 No. 質       問 回     答 

 2  77 ・オフセット野帳の「測量方向」の書き方は、№１－№２に平行になるように書くの

ですか。それとも用紙の下辺に平行になるように書くのですか。 

・用紙の下辺にほぼ平行になるように書いて下さい。 

 2  78 ・オフセット野帳の略図は、北を上にして書くのですか。それとも、方位に関係なく

№１－№２が用紙の下辺に平行になるように書くのですか。 

・略図ですので、形がわかればどの向きでもよろしいです。 

 2  79 ・境界線、対角線、検線はどのような順序で測定すればよろしいですか。 ・境界線、対角線、検線の順に測定し、境界線は№１－№

２から測定してください。対角線の順序は問いません。 

 2  80 ・オフセット野帳において、№１－№２の境界線を野帳の一番下に書かなくてはなり

ませんか。また、対角線の順はどうですか。 

・野帳は境界線、対角線、検線の順で下から書いてくださ

い。境界線は№１－№２から書き、対角線の順序は実施

基準通りに仕上げてください。 

 2  81 ・次のような多角路線の場合、オフセット野帳の測量方向を示す記号はこれでよろし

いですか。 

 

・よろしいです。また、「印は区分線の延長線上に記入して

ください。 

 2  82 ・オフセット野帳の表を作成する際、どちらの書き方でもよろしいですか。 

 

・図ＡＢどちらの書き方でもよろしいです。 

 2  83 ・オフセット野帳の記入は、下図のどれが正しいですか。 

 

・野帳上部は図ＡＢＣのいずれでもよろしいですが、野帳

下部は図ＡＢのいずれかとしてください。 

 2  84 ・Ｋと検線の書き方はどのような書き方が正しいですか。 

 

・文字と線が交差していなければ、全国大会実施基準の 例

や図ＡＢのいずれの書き方でも構いません。 

 2  85 ・２次作業の終了の合図は、どのようにすればよろしいですか。 

 

・巻尺を巻き、ポール、ピンポールを持って出発地点のサ

ークル内に競技者全員が集合してから、挙手と声で終了

の合図を審査員にしてください。 

 2 3 86 ・「測量年月日」の区切りの記入の仕方は、どちらが正しいですか。 

Ａ  ２８．１０．２６      Ｂ  ２８、１０、２６ 

・Ａが正しいです。 

  3 87 ・３次作業で図面を仕上げる際に、測量針を使用してもよろしいですか。 ・３次作業で測量針は使用できません。 

 2 3 88 ・求積区を示す記号「あ・い・う・・・」の指定はされますか。また、２次作業と３

次作業では同じ区分にしなければなりませんか。 

・求積区「あ・い・う・・・」の場所は指定しませんが、

チーム内で統一させてください。 

 

 



＜ Ｎｏ．５＞ 

作業 No. 質       問 回     答 

  3 89 ・図郭線やタイトルブックは、指定の大きさがありますか。 

 

・特に指定はありません。図面のバランスを考えて描いてくだ

さい。 

  3 90 ・３次作業において、図面を平板からはずして作業してもよろしいですか。また、

はずす時間は、作業時間外に確保されていますか。 

・よろしいです。図面をはずす場合は、準備時間中に行うこと

ができます。準備ができたら図面を裏返してください。 

  3 91 ・三斜法において、下図のように２人が向き合った状態で３次作業を開始するの

ですか。それとも、机に横並びに座って開始するのですか。 

図Ａ          図Ｂ 

 

 

 

 

・図Ａの状態で３次作業を開始します。作業途中は、お互いに

移動して作業しても構いません。 

 終了時はもとの位置に戻った状態で合図をしてください。 

  3 92 ・三斜法において、選手の移動は可能ですか。 ・作業中は移動してもかまいません。ただし、他の選手の邪魔

にならないようにしてください。終了の合図は元の位置に戻

ってしてください。 

1  3 93 ・閉合誤差が 10㎝未満の場合は、終点と始点を結線してもよろしいですか。 ・１次作業終了時に結線させた場合は減点の対象になります。

３次作業においては、必要により図解法を用いるか、終点と

始点をそのまま結線して作業をしてもよろしいです。 

  3 94 ・閉合誤差の補正を図解法で行った場合、補正前の線は消すのですか。 ・消してください。 

  3 95 ・３次作業でスケールアップを行うとき、10㎝単位ではなく、５㎝単位や１㎝単

位まで目測により読んでよろしいですか。 

・よろしいです。 

  3 96 ・三斜法の場合、境界線を底辺として面積計算してもよろしいですか。 ・よろしいです。 

  3 97 ・面積計算簿において、千の位にカンマ「， 」を入れなければなりませんか。 ・必ずカンマを書き入れてください。 

  3 98 ・三斜法で、高さを記入するスペースがほとんどない場合、どのように書けばよ

ろしいですか。 

 
 

・図Ｂのようにしてください。 

  3 99 ・図面仕上げにおいて、数値の書き方はどちらが正しいですか。 

 

・図Ａが正しいです。数字は上向きに、線の上に書くことを原

則とします。 

  3 100 ・図面仕上げにおいて、三角形の底辺または高さが垂直になった場合の数字の書

き方を教えてください。 

・線が垂直な場合、数字は図面右からみて上向きに、線の上に

書くのを原則とします。 

  3 101 ・完成図面の図形が極端に端の方にあり、図郭線の余白が他の箇所に比べて狭く

なる場合は減点対象となりますか。 

・減点の対象となりませんが、図面の配置を考えて、描くのが

望ましいです。 

  3 102 ・面積計算において計算ミスをして、その後の計算へ影響した場合、どのように

採点されますか。 

・計算ミスの箇所についてのみ減点とします。 

減点後の関連した計算は減点しません。ただし、さらに計

算違いをした場合は減点の対象となります。 

  3 103 ・連続計算をした場合、減点対象になりますか。 ・計算簿に示されている、小数点以下第２位に四捨五入された

数値を使って審査を行います。影響していた場合は減点の対

象となります。 

  3 104 ・面積較差が選手の計算ミスにより制限を超えたが、審査員が正しく計算し直し

た値が制限内であったとき、どちらの値により審査が行われますか。 

・計算ミス等で制限を超えた場合は、選手の計算した値（面積

計算簿に記載されている値）で審査を行いますが、計算ミス

をして制限内に入った場合は、審査員が正しく計算し直した

値で審査が行われます。 

計算ミスの箇所は減点の対象となります。 

  3 105 ・図面を平板からはずして作図した場合、作図終了後に再び平板に貼る必要があ

りますか。 

・再び平板に貼る必要はありません。 

  3 106 ・３次作業の終了の合図は、どのようにすればよろしいですか。 ・筆記用具を置いて面積計算簿及び図面を裏返し、無言の挙手

で行ってください。その際、しっかりと手を挙げて合図をし

てください。なお、この動作を行うまでを競技時間とします。 

 



＜ Ｎｏ．６＞ 

作業 No. 質       問 回     答 

1   107 ・雨天時の１次作業において、直角座標値はどのように提示されますか。また、どのよ

うな様式で記載されているのですか。 

・測点ナンバーとＸＹ座標値を表形式で示したものを

各チームに配布します。 

1   108 ・雨天時の１次作業において、境界線・対角線及び検線等の距離は、座標計算をしても

よろしいですか。 

・してはいけません。 

1 2  109 ・雨天時の競技で、測量針を使用することは可能ですか。 ・全国大会実施基準のとおり、使用することはできま

せん。 

1 2 3 110 ・実習着の色が違っていてもよろしいですか（合同チーム等の場合）。 ・よろしいです。 

1   111 ・１次作業中に測量針を持ち運ぶためと紛

失防止のため、図のように測量針を消し

ゴムに刺していてもよろしいですか。ま

た、それができない場合は、測量針を入

れる小さなケースを平板上において作

業をしても減点の対象となりませんか。その場合、器具点検でその小さなケースの点

検を受ける必要がありますか。 

・測量針の紛失防止ということで使用を認めます。使

用に関して減点の対象としません。ただし、道具類

（消しゴム）を目的以外のことに使用することは避

けてください。なお、競技場に使用する器械器具等

は、全て器具点検を受けてください。 

1   112 ・平板に「測量針立て」を取り付けたり、求心器の先に下げ振りが外れないよう加工し

てもよろしいですか。 

・測量器具の加工については、測量針以外は認めてい

ません。減点の対象とします。 

1   113 ・１次作業時の移動において、下げ振りを首から掛けて移動してもよろしいですか。 ・なるべくポケット等にしまって移動してください。 

1   114 ・１次作業において、求心器に下げ振りをつるしたまま、手に持って移動してもよろし

いですか。 

・なるべくポケット等にしまって移動してください。 

1   115 ・平板の据え付けにおいて、三脚の踏み込みがついていない三脚は踏み込みができない

ので、手で三脚を押して固定したのでよろしいでしょうか。また、三脚は３本とも固

定しないと減点の対象となりますか。 

・手で三脚を押して固定してよろしいです。観測中、

三脚が動かないよう固定しない場合は、減点の対象

となります。三脚は３本とも固定してください。 

1   116 ・１次作業において距離を計る際、平板(三脚)を 1～2m移動しても(三脚は閉じずに物は

載っている状態で)よろしいですか。減点の対象となりますか。 

・よろしいです。減点の対象にはなりません。 

ただし、物の落下等の無いよう充分に留意してくだ

さい。 

1   117 ・１次作業において、測点に○印をつけてもよろしいですか。 ・１次作業終了時に、記入事項以外の項目が記載され

ていれば減点の対象とします。 

1   118 ・１次作業終了（点検）時に測点上に針は立てたままでよろしいですか。立てておく場

合、最終測点と№１の２本なのか、それとも他の点にも立てておいてよいか。 

・測量針をどこに立てていても構いません。また、事

前に申告した針のうち、立てておくのは何本でも構

いません。 

1 2  119 ・巻尺をまたぐと減点の対象となりますか。 ・またいだかどうかの判断は難しいので、審査対象と

はしませんが、観測中に巻尺を踏んだり蹴ったりし

た場合は減点の対象とします。 

1 2  120 ・巻尺が３０ｍと少し計測が可能であるが、３０ｍを超えたら、必ず１測長以上と考え

て、測量ピン等を使用して計測しないといけないのでしょうか。 

・必ず１測長以上と考えて測量ピン等を使用して観測

を行ってください。 

1 2  121 ・杭の中心どうしを結んで巻尺で測定する時に、（杭の高さが約９㎝なので）たるんでし

まって、１度でも地面にふれたら減点の対象となりますか。 

・地面に触れた場合でも引きずりがなければ減点の対

象にはなりません。引きずりについては、程度によ

って減点の対象となります。 

1 2  123 ・２５ｍ以上（３０ｍ未満）の距離測定では、巻尺がどうしてもしっかりと張れず少し

たわみます。減点の対象になるのでしょうか。 

・たわみは、減点の対象にはなりません。 

 2  124 ・２次作業時の図面をフリーハンドで書いた時に境界線と対角線等が交わっていないと

減点になりますか。 

・フリーハンドでも構いませんが、なるべく実施基準

通りに仕上げてください。 

 2  125 ・オフセット野帳の「縦の線」の長さは、大会前に教えていただけるでしょうか。 ・大会前には示しませんが、大会当日、使用する測点、

オフセット野帳、面積計算簿を展示します。 

  3 126 ・３次作業開始時に図面を貼っている平板やオフセット野帳・計算簿などは裏返した状

態で開始するのですか。 

・全て裏返した状態で開始します。また、終了合図は、

全て裏返した状態で合図をしてください。 

1   127 ・雨天時の１次作業では、メモ用紙は配られますか。配られた場合にはそのメモ用紙を

提出するのですか。 

・メモ用紙は配布しません。なお、図紙、オフセット

野帳など、配布した物は全て提出してください。 

1   128 ・雨天時の１次作業では、下図のように３人が机に横並びに座って１次作業を開始する

のですか。それとも、例えば２人と１が向き合った状態で１次作業を開始するのです

か。また、作業開始後はお互いに移動して作業してよろしいか。 

 

・図Ａの状態で１次作業を開始します。作業途中は、

お互いに移動して作業しても構いませんが、終了の

合図は元の位置に戻ってしてください。 

1   129 ・１次作業の際、前視・後視以外の点を確認のため視準することは可能ですか。 ・前視･後視以外の点の視準はできません。 

また、前視･後視であっても、アリダードを使って視

準をやり直す際は、必ず測点にポールを立ててから

視準を行ってください。ポールを使用しないアリダ

ードでの視準は減点の対象となります。 



＜ Ｎｏ．７＞ 

作業 No. 質       問 回     答 

1 2  130 ・１次、２次作業において（道具袋に準じて）カラビナを使用してもよろしいでしょ

うか。 

・カラビナの使用は認めません。 

  3 131 ・３次作業において、オフセット野帳を見ながら面積計算をする際に、オフセット野

帳に転記しやすいように(a,b,c)を各辺に書いてもよろしいですか。 

 

・３次作業時のオフセット野帳の書き変え、書き足しは

減点の対象となります。 

 2 3 132 ・測量年月日の年は、和暦または西暦のどちらを記入すべきですか。 ・和暦を使用し、２８．１０．２６と記入してください。 

1 2  133 ・中間点を設ける場合、測距ピンを寝かせても減点になりませんか。 ・減点の対象としません。ただし測距の際は、必ずピン

は立てて測定してください。 

1 2  134 ・30ｍ以上の測定をする場合、中間点にいる者が、ピンポール 1本で方向を定め、巻 

尺を合わせたあと、きりの良い所にピンポールを移動してもよろしいですか。 

・よろしいですが一度設置した測距用ピンをきりの良い

目盛へ移動した場合、必ず見通し作業を行ってくださ

い。 

1 2 3 135 ・市販されている方眼目盛入りの定規類を使用してもよろしいですか。 ・よろしいです。 

 2  136 ・見取図板（野帳用下敷）を首から下げて吊るせるように、紐を付ける加工はしても

よいですか。 

・よろしいです。 

1   137 ・測量針が折れた場合、図板から抜くために小型のペンチ（ラジオペンチ）を使用し

てもよろしいですか。 

・使用することはできません。全国大会実施基準・Ａ競

技基準(注５)に「上記以外の器械器具等の使用は認め

ない」と記載されています。 

1   138 ・測量針が折れ、図板から抜くことができない場合、どのように対処したらよいです

か。 

・競技や成果物等(図面)に支障がないように続行して下

さい。 

1 2 3 139 ・審査員の持っている審査用紙を公開しますか。 ・公開いたしません。 

1 2 3 140 ・昨年度の入賞チームの図面や計算したものを公開しますか。 ・公開いたしません。 

1 2 3 141 ・競技後、図面等の返却はしますか。 ・全国大会実施基準・Ｂ実施細目(ｇ)に「いったん提出

した測量成果は理由のいかんにかかわらず返却しな

い」と記載されています。 

1 2  142 ・宿泊場所近くに適当な練習場所（公園・学校等）がありますか。 ・今大会では練習会場はありません。 

1   143 ・競技中、三脚の脚を完全に伸ばしていないと減点の対象となりますか。 ・減点の対象となりません。必要な高さで作業を行って

ください。 

1   144 ・平板の据え付け時に、平板の高さを低くして、膝をつきながら測定するのは減点の

対象となりますか。 

・減点の対象となりませんが、適切な高さに据え付ける

ようにしてください。 

  3 145 ・図面の仕上げで、境界線と対角線、対角線と図郭線等の線の太さや濃さを変える必

要はありますか。 

・必要ありません。 

1   146 ・作業中に測量針が折れた時や落としたときは減点の対象となりますか。 ・測量針の破損については減点の対象としません。しか

し、地面に落下した場合は減点の対象となります。ま

た、破損した場合も競技後の検査時には破損したもの

を集めて全体を提示できるようにしてください。 

1 2  147 ・求心や距離測定の際に腰を下ろしますが、その時に下げ振りの糸が地面につくと減

点の対象となりますか。 

・減点の対象としませんが、下げ振りの糸についている

金具が地面についた場合は減点の対象となります。 

 2  148 ・オフセット野帳で横の線が縦の線よりはみ出していなくても減点の対象となりませ

んか。 

・減点の対象となります。 

 2  149 ・２次作業において対角線測距における移動の際、巻尺を５ｍ程度まで巻き取って、

そのまま巻尺を伸ばしながら次の対角線へ移動してもよろしいですか。 

・５ｍ程度まで巻き取った後は、巻尺を伸ばしながら対

角線まで移動するのではなく、対角線測距の際には対

角線上まで移動してから巻尺を伸ばしはじめてくださ

い。 

1 2  150 ・やけど防止の手袋が大きい場合、指先を切って調節してもよろしいですか。 ・手袋は着用しても構いませんが、身に付けるものにつ

いても、加工はしないでください。 

 


